
団体の枠を超え、人口減少社会に対応する行政体制の維持、行政事務の効率化を目指す

情報システム共同化
専門委員会

情報セキュリティ対策
専門委員会

ＩＣＴ人材育成
専門委員会

自治体情報セキュリティの確保
（サイバー攻撃や対策に係る最新情報の共有、インシデント情報の共有、CSIRT連携等）

情報システム共同化（業務標準化）による業務効率化・コスト削減
（システムの統一化・業務の標準化に向けた検討、共同調達検討等） 

電子申請システム運用部会

学校業務支援システム運用部会 自治体クラウド検討部会

ＧＩＳシステム検討部会行政イントラ運用部会

被災者支援sys部会

デジタル職員人材の育成
（情報担当者として必要なスキルを学ぶ合同研修会等）

セキュリティソリューション部会

総

会

等

第１回協議会設立総会（各団体の首長出席）

平成27年5月12日設立

協議風景

団体の枠を超えたデジタル人材育成に向けた研修会の風景
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鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会
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イメージ写真出典：GAHAG (http://gahag.net/004653-schoolchildren-raising-hand/)

すべては鳥取県の将来を担う子供たちのために

インターネット回線

共同調達・共同運用の実現により、業務やサービスの標準化・コスト削減を推進
～規模の小さな自治体でも、高品質なソリューションが導入可能に～

電子申請システム

学校業務支援システム

インターネット回線行政イントラシステム

鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会
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大幅なコスト削減
約▲4千万円/５年間
（約7千万⇒約3千万）

県内全自治体を繋ぐ
グループウェア構築

県内全自治体が同じ仕組みで
オンライン行政サービスを提供

・校務の標準化による教職員の多忙解消
・児童生徒へ向かう時間の拡大
・大幅なコスト削減（最大▲１２億円／５年間）

鳥取県におけるデジタル化に向けた主な取組／鳥取県ＤＸチャレンジ 鳥取県 - デジタル局



AI音声認識
(単純作業を支援)

AI-OCR
(単純作業の自動化)

AIチャットボット
県民サービス向上
業務効率化

Notes 電子申請場所を問わず
柔軟に働ける環境（県庁DXプラットフォーム）

(対象は全職員)

全庁的に活用が進む県庁DX(デジタル業務改革)に有効なデジタルツール

(オンライン行政手続)

RPAロボット

年間約10,000時間以上の時間創出

自席PCでも、スマホでも、どこからでも
年間67,000件以上の活用

10,000を超えるアプリが稼働

月約400時間以上の時間創出
（県税・子育て・入札参加業務）

年間7,000時間以上の時間創出

(定型作業の自動化)

年間３，４00時間以上の時間創出生成ＡＩ側に情報を二次利用させない
システムを職員がアジャイル開発

県庁生成AIシステム
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2024年8月稼働

BIツール

タブローによるEBPMの推進

(データによる現状の可視化)
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